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 令和 7 年 12 月 5 日 浜松市 産業部 観光･シティプロモーション課 

シティプロモーション担当 

℡：053-457-2293 

 

 

 
報 道 発 表 

 

バーチャルマーケット 2025 Winter への出展について 

 株式会社 HIKKY(※1)が主催するバーチャル空間上でのマーケットイベントである

｢バーチャルマーケット(以下 Vket) 2025 Winter｣(※2)が開催されます。 

 下記のとおり本市ブースを出展することとなりましたので、お知らせします。 

 

 

 

｢Vket2025Winter｣の詳細は、下記専用サイトをご参照ください。 

       https://vket.com/lp/2025Winter 

 

 

 

 

1 開催日 

2025 年 12 月 6 日（土）～12 月 21 日（日） 計 16 日間 

 

2 会場 

VRChat 会場 

 VRChat は、VR プラットフォームのアプリです。 

 Vket は、バーチャル空間で開催されるものです。 
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3 来場方法 ※下記専用サイトをご参照ください。 

       https://vket.com/access 

 

 

 

 本市ブースは PC 版 VRChat のみ来場することができます。(入場及び体験無料) 

 専用機器(VR ゴーグル等)は、必須ではありません。 

 

4 浜松市ブースの概要 

(1) 目的 

国内外から多くの集客がある本イベントへブースを出展し、本市の多様な魅力を 

発信することで、本市の認知度向上や誘客等につなげることを目的とします。 

 

(2) イメージ画像 

   

 

(3) 内容 

 虹色に輝く浜松城をモチーフにした外観です。 

 ｢出世の街･浜松｣にちなんだ“出世音頭”をご自身のアバターで踊る体験ができま

す。 

 浜松城を模したガシャから飛び出す特産品や名所の 3D/2D モデルを閲覧し、概

要や由来を紹介します。※無料 

 浜松市の名産品を並べた、フォトスポットを設置します。 

 浜松市の特産品、観光名所をチェックできるマップギミックを設置します。 

 デジタルポスターから｢シン･ハママツ計画｣｢ふるさと納税｣｢食｣などの専用サイ

ト等へ遷移が可能です。 

 アンケートにお答えいただいた方から抽選で 5 名の方に｢出世大名家康くん｣のぬ

いぐるみをプレゼントします。 
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5 その他 

(1) 体験会 

  専用機器を用い、｢Vket 2025 Winter｣を体験できる体験会を実施します。 

  専用機器を持っていない方やバーチャルイベントに気軽に参加できない方に対

し、本イベントを身近に感じていただくことを目的とし、体験会を実施いたしま

す。 

ア 開催日時：12 月 14 日 (日) 10:30～17:00 

イ 会場：浜松科学館 みらいーら (浜松市中央区北寺島町 256-3) 

     1 階常設展出口付近 ※入場料のかからない無料ゾーン 

ウ 対象者：10 歳以上の方 

    ※10 歳未満のお子様は体験できませんので、ご了承ください。これは、専用

機器における｢安全および保証ガイド｣に則り、お子様の筋肉疲労や眼精疲

労を含む、けがや悪影響を避けるためのものとなります 

 

昨年の様子 

 

※ 
    株式会社 HIKKY について … メタバース参入コンサルティング、｢バーチャルマーケット(Vket)｣等各種メタ

バースイベントの企画･運営、メタバース開発エンジン｢Vket Cloud｣の開発を行う。 

※ 
 2 バーチャルマーケット(Vket)について … メタバース上にある会場で、アバターなどの 3D アイテムやリアル商品

(洋服、PC、飲食物など)を売り買いできる世界最大の VR イベント。20 8 年から開催する、日本はもとより世界中

から  20 万人を超す来場者を誇り、バーチャルリアリティマーケットイベントにおけるブースの最多数としてギネス世界記

録™にも認定された、メタバースの先駆け的イベント。商品売買の他にも会場内で乗り物に乗ったり、映画を観たり、

音楽ライブに参加するなど、バーチャル空間ならではの”体験”も提供。さらに来場者間で音声によるコミュニケーション

が可能で、現実世界で一緒に街を巡っているかのような臨場感が楽しめる。 

3D データ商品の個人間売買を目的に始まったバーチャルマーケットだが、近年ではメタバース事業に参入した大手企

業により、リアル商品の販売も充実し、VR コマースの新たな可能性を創出している。 


